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総論：生物多様性への配慮の必要性

 
生物多様性とは？  

 約 40 億年前に地球上に生命が誕生して以来，生物は

様々な環境に適応できるよう種を分化させ，進化してき

ました。個々の生物は，他の生物種や様々な環境要因

と相互作用を行いながらバランスを保って生息し，多様

な生態系の構成要員となっています。 

 多様な種により生態系が構成されている状態を生物多

様性のある状態と呼び，種間のバランスが保たれている

状態が持続性を図る上で重要です。 

 

保全の必要性と現状 

 生物多様性基本法では，「人類は，生物の多様性のも

たらす恵沢を享受することにより生存しており，生物の

多様性は人類の存続の基盤となっている。また，生物の

多様性は，地域における固有の財産として地域独自の

文化の多様性をも支えている。」と，生物多様性の保全

が人間の生活環境を維持する上で必要であることが述

べられています。 

 同時に，「一方，生物の多様性は，人間が行う開発等

による生物種の絶滅や生態系の破壊，社会経済情勢の

変化に伴う人間の活動の縮小による里山等の劣化，外

来種等による生態系のかく乱等の深刻な危機に直面し

ている。」と，その保全と復旧に早急な取り組みが必要な

ことが述べられています。 

 

対象レベル 

 一概に生物多様性と呼ばれていますが，生物多様性

条約では，「生態系の多様性」，「種の多様性」， 

「遺伝子の多様性」にレベル分けされ，それぞれのレベ

ルを念頭に置いた取り組みが必要だとしています。 

 例えば，生態系の一つであるマングローブ林を保全・

復旧することは，「生態系の多様性」を保つ上で必要で

すが，その林を多様な種により構成し生態系のバランス

を保つことが「種の多様性」の観点から重要です。更に，

マングローブ林を構成する樹種は，種によっては同一種

であっても地域ごとに遺伝子的形質が異なるといわれ，

地域ごとに母樹を保存し，それらを母樹とする苗木を各

地域での植栽に用いることが「遺伝子の多様性」を保全

する上で求められます。 

 

生物多様性条約 

 この条約は，生物の多様性を包括的に保全し生物資

源の持続可能な利用を行うための国際的な枠組みとし

て，1992 年に採択されました。日本も 1992 年 6 月に条

約加盟国になっています。 

 ①生物多様性の保全，②生物多様性の構成要素の持 

 

マングローブ生態系 

 

続可能な利用，③遺伝資源の利用から生ずる利益の公

正かつ衡平な配分，に資することを目的として制定され

た条約で，条約加盟国は，生物多様性の保全と持続可

能な利用を目的とする国家戦略または国家計画を作

成・実行する義務を負い，重要な地域・種の特定とモニ

タリングを行うことになっています。 

 この条約には，先進国の資金により開発途上国の取

組を支援する資金援助の仕組みと，先進国の技術を開

発途上国に提供する技術協力の仕組みがあり，経済

的・技術的な理由から生物多様性の保全と持続可能な

利用のための取組が十分でない開発途上国に対する支

援が行われることになっています。 

 

生物多様性に配慮した森林の保全・造成の意義 

 森林は，世界の陸地面積の 3 割を占め，陸上の生物

種の約 8 割が生育・生存を依存しています。森林の生物

多様性が維持されていることにより，様々な「生態系サ

ービス」が提供されています。 

 ○ 食料，水，各種素材等の供給源としての機能（供給

サービス） 

 ○ 気候調整や災害の緩和等の機能（調整サービス） 

 ○ 生息環境の提供や遺伝資源の保存の場としての機

能（生息・生育地サービス） 

 ○ 自然景観の保全やエコツーリズムの場の提供等の

機能（文化的サービス） 

 これらの機能を保全し高めることにより，私たち人間の

生活環境の保全や持続可能な資源の利用に資するだ

けでなく，生活に安定とゆとりをもたらす効果が期待でき

ます。 

 

－ 1 －



 

生物多様性に配慮した森林の保全・造成の留意点 

●連続性の確保 

 生物種により必要な森林の面積は異なりますが，近親

交配による遺伝資源の劣化を防ぐためには，充分なサ

イズの生物群が形成されている必要があり，その生物

群を維持できる餌の量が確保できる面積が必要となりま

す。生物群の生存に必要な森林面積が１地域で確保で

きない場合は，他の地域の森林との連続性を持たせ移

動経路を確保することが必要です。飛翔できる生物種を

対象とするのであれば，断続的であっても，飛翔可能な

範囲内に森林を保全・造成することは効果的です。 

 

●各種生態系のバランスの良い配置 

 生物種により生息を好む環境は異なります。多様な生

態系が，量的にも位置的にもバランス良く配置されてい

るのが理想的な状態です。人為的な影響が全くない状

態でも，森林火災や風倒等により植生が後退し，開けた

空間に，光環境を好む生物種の生息場所が確保されま

す。二次的な自然でありながら，里山の価値が再評価さ

れているのは，水田や畑地，雑木林，溜め池や小川等

の多様な生態系が組み合わさることにより，数多くの生

物種の安定的な生息場所を提供していることにもよりま

す。 

 

●特定外来種の導入の回避・侵入植物の制御 

 繁殖旺盛な外来種を導入したことにより，既存の生態

系が破壊され，逆にその駆除に苦慮している例が見ら

れます。例えば，乾燥地域で沙漠化進行防止や燃料材

の生産のための有用樹種として期待されたメスキート 

(Prosopis 類)は，現在，国や地域によっては侵略的外

来種として位置づけられ，その駆除が重要な課題となっ

ています。 

 このような種については，特別な理由がない限り導入

しないこと，導入が必要な場合には，他の生態系に影響

を与える可能性の有無を事前にアセスメントし，万が一

影響を及ぼした場合の対策を事前に検討するとともに，

定期的なモニタリングを行うことが必要です。 

 世界的規模で導入されている外来種については，国際

的な自然保護機関である国際自然保護連合 (IUCN) が

データベース (Global Invasive Species Database) を作

成し，ホームページ上で情報提供しています。さらに，そ

の中で特に注意すべき種 100 種を抽出し，世界の侵略

的外来種ワースト 100 (100 of the World's Worst Invasive 

Alien Species) として取りまとめています。 

 

●絶滅危惧種の保護・資源量増加への取り組み 

 生息・生育環境の減少や，過剰な採取により絶滅に瀕 

 

 

侵略的外来種の一種 Lantana camara 

 

している生物については，積極的な保護を行うとともに，

その資源量回復への取り組みを行うことが必要です。 

 それら生物種については，繁殖力が弱いあるいは繁殖

速度が遅いことや繁殖方法が確立されていないことが

資源量低下の一因になっている場合もあり，繁殖のため

の技術開発も合わせて行っていくことが求められます。 

 また，種子の伝播を重力落下のみで行う種は，天然林

が隣接しない地域では，人が植え込む必要があります。 

 絶滅危惧種についても，同じく IUCN が，絶滅危惧種の

レッドリスト (The IUCN Red List of Threatened Species) 

を作成し，ホームページ上で情報公開しています。この

データベースでは，それぞれの種の絶滅の危険性の高

さによりクラス分けがされています。 

 

●母樹の保存，母樹林の造成 

 「対象レベル」の項で述べましたが，「遺伝子の多様

性」保全を図るためには，対象地域に自生している個体

を母樹として種子を採取し，地域の環境に適した個体を

育成することが求められます。また，複数の個体を種子

源として苗木を育成して混植することにより，「遺伝子の

多様性」を向上させ，様々なリスクに対する森林の抵抗

性を高めることができます。 

 そのため，地域に残されている個体を母樹指定し種子

源を保護・確保するとともに，複数の個体を種子源とす

る苗木で母樹林を造成すれば，種子の安定供給のみな

らず「遺伝子の多様性」の更なる向上が期待できます。 

 

生物多様性に配慮した森林の保全・造成の課題 

 生物多様性に配慮した森林の保全・造成にあたって，

以下の３点が重要な課題となっています。次章以降（各

論）では，これらの課題について，その考え方や手法に

ついて解説します。 

 ○ 荒廃地を対象とした復旧植林 

 ○ 低質二次林の改良，早生樹植林地での樹種転換 

 ○ 生態学的コリドー（緑の回廊）の確保 
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各論１：荒廃地を対象とした復旧植林 

 

はじめに（背景・目的） 

 例えば，インドネシアでは，荒廃した森林面積が 5,900

万haに達し，全森林面積の 48%が劣化した状態にあると

されています。このような森林荒廃はインドネシアに限ら

ず，熱帯各地域に共通した現象です。一旦荒廃した森林

地を復旧するためには，荒廃を引き起こした要因に応じ

た適切な技術の投入が必要です。 

 

荒廃地の成立要因 

 森林が破壊・劣化して荒廃地となる要因としては，森林

開発や違法伐採，森林火災，農業への土地転用等があ

げられます。なお，焼畑耕作は本来，地力の自然回復力

を利用して行われる合理的な農業なのですが，人口増

加により所有土地面積が制約されることにより十分な休

閑期間を設けられない例が多くなり，これも地力の低下

を引き起こす原因となっています。 

 

焼畑耕作による過度な土地利用 

 さらに，降水量の少ない乾燥・半乾燥地域や家畜の放

牧が一般的な地域では，それらが植生の回復を阻む深

刻な要因となっています。 

 荒廃地を対象として植林活動を行うにあたっては，何

が土地の劣化を引き起こした原因なのか，適確に把握

することが，用いる手法を検討する上で重要です。 

 

荒廃地の特徴 

 荒廃地の成立要因によって細かな条件は異なります

が，緑被の喪失や極度の劣化により，表土の流亡や土

壌浸食が発生して地力が低下しているのが一般的で

す。 

 また，植栽した苗木を厳しい環境条件から保護する機

能も失われているため，それら劣悪な条件に耐え得る樹

種の選択も重要になります。 

 

荒廃地の復旧植林の考え方 

 これら特徴により，例えば，東南アジアの極相林を構 

 

成しているフタバガキ科樹種等は，植生回復の初期段

階に植栽しても良好な成長を期待することは困難です。 

 初期段階には，マメ科樹木等の肥料木を植栽して地力

を回復させるとともに，植栽木の成長により環境条件が

緩和された段階で，天然林構成樹種等を林内に植え込

み（エンリッチメント・プランティング）段階的に樹種転換

を図ることが肝要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒廃地での生物多様性を念頭に置いた植生回復の手順 

 

荒廃地復旧植林と生物多様性（事例紹介） 

●対象地の概要と植林の状況 

 国際緑化推進センターが，インドネシア国西ヌサテンガ

ラ州ロンボック島のスカロー地域に，「日本インドネシア

友好の森林」の造成を開始したのは 1996 年で，1999 年

までの 4 年間で，350ha の荒廃地が緑化されました。 

 スカロー地域は，ロンボック島東南部の沿岸部に位置

し，5-6 ヶ月間，雨が全く降らない半乾燥地です。隆起し

た石灰岩が母岩なため，元々栄養塩が少ない土地で，

焼畑耕作が継続されたため，土地が荒廃しました。乾燥

と海からの強風も植生の回復を阻害していました。 

 

 

1997 年 5 月の状況 

 そのため，「日本インドネシア友好の森林」では，7 種の

マメ科樹木を含む 14 種の，各種環境耐性の高い一般的

造林樹木と，4 種の果樹を植栽しました。 

 果樹は，対象地域が保全林 (Protection Forest) に指

定され，植栽木であっても伐採ができないだけでなく，イ

ンドネシアでは間伐も認められないため，住民の生計に

配慮して導入しました。但し，植生回復に伴いサルの生 

郷土樹種によるエンリッチメン

ト・プランティング 

肥料木の植栽を主体とした植

生回復 

地力の回復，環境の緩和 
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息環境が整い繁殖したため，住民に裨益できないという，

当初予期しなかった問題も生じました。 

 

スカロー地域に導入された樹種リスト 

No. 学名 和名等 科名 

1. Cassia siamea タガヤサン マメ科 

2. Dalbergia latifolia マルバシタン マメ科 

3. Enterolobium cyclocarpum ゾウノミミ マメ科 

4. Samanea saman レインツリー マメ科 

5. Acacia arabica アラビアゴムノキ マメ科 

6. Leucaena leucocephala ギンネム マメ科 

7. Sesbania grandiflora シロゴチョウ マメ科 

8. Swietenia macrophylla マホガニー センダン科 

9. Azadirachta indica インドセンダン，ニーム センダン科 

10. Ceiba pentandra カポック アオイ科 

11. Tectona grandis チーク クマツヅラ科 

12. Lannea coromandelica  ウルシ科 

13. Gmelina arborea イエマネ，ヤマネ シソ科 

14. Eucalyptus alba ポプラガム フトモモ科 

15. Moringa oleifera ワサビノキ ワサビノキ科 

16. Artocarpus heterophyllus ジャックフルーツ クワ科 

17. Annona squamosa バンレイシ バンレイシ科 

18. Anacardium occidentale カシュー ウルシ科 

19. Tamarindus indica タマリンド マメ科 
 
●生物多様性のモニタリング 

 「日本インドネシア友好の森林」では，植栽木の成長の

みならず，侵入植物を含む植物相の変化，チョウ類とカ

ミキリムシ類を指標とした生物多様性の変化を，定期的

にモニタリングしました。 

- 植物相の調査結果 

 植物相については，2010 年の調査では，植栽木の種

内・種間競合により自然淘汰される個体が出てきている

ことを確認しました。また，樹木の成長に伴い鳥類の生

息環境が整ったため，それを種子の伝播者とする樹種

が侵入してきていることも確認しました。しかし，それら

樹種の殆どが先駆樹種と呼ばれる短命の樹種でした。 

- 昆虫相の調査結果 

 昆虫相については，出現種数と個体数の 2004-2006

年の調査結果，2011-2014 年の調査結果，隣接する草

地での調査結果を比較しました。 

 チョウ類は，樹木の導入により確実に種数が増加した

ものの，樹木の成長は種数の増加に影響しなかったこと

を確認しました。これは，新たな樹種の植栽によりそれら

を食草とする種が増えたが，その他の種を養い得る食

草が侵入していないことを示しています。 

 カミキリムシ類は，現在でも種数が増加し続けているこ

とを確認しました。これは，幼虫の成長に太い幹の木が

必要な種が，樹木の成長に伴い侵入成長してきたと考

えられます。また，自然淘汰により枯死した木が増えて

いることも種数の増加に影響を与えているかもしれませ

ん。しかし，豊かな森林に生息する大型のカミキリムシ

は，いまだに侵入していません。これは，近隣に豊かな

森林が残っていないことが原因だと考えています。 

 

 

2014 年 12 月の状況 

 
希薄化曲線（チョウ類） 

 
希薄化曲線（カミキリムシ類） 

 

●まとめ 

 それぞれ種数の増加には，新たな食餌植物の導入が

必要になっています。また，侵入経路確保のため，豊か

な森林と対象地を結ぶ森林を造成することも必要です。 

 そのためには，環境の類似した地域であり，かつ対象

地にできるだけ近い地域の植生を参考にして樹種数を

増加させることが望まれ，そのための調査も実施し，推

奨植物 50 種をリストアップしています。 

 そのなかでも，生物多様性の効率的な増進や住民の

生計の向上の観点からは，下記のような樹種を優先して

植栽していく事が望まれます。 

 ☆風や鳥類による種子の散布が期待できない樹種 

 ☆地元固有種や資源量が乏しくなっている樹種 

 ☆住民の生計に資する非木材林産物を生産する樹種 
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各論２： 低質二次林の改良，早生樹植林地に

おける樹種転換 

 

はじめに（背景・目的） 

 天然林が伐採された場合，皆伐ではなく有用樹種の択

伐であったとしても，短期間に集中的に行われた場合は，

種子源が失われ森林の劣化が引き起こされます。また，

森林面積・資源を早期に回復するため，各国でアカシア

マンギウム等の早生樹が大規模に植栽されていますが，

不成績造林地や採算性の問題から，伐採適齢期になっ

ても放置され，手入れ不足から立ち枯れを起こしている

林も見られるようになりました。このような森林は，先駆

樹種を主体とした低質二次林に変化し，地域住民にとっ

て価値が低く，法的な規制がかかっていたとしても，農

地等への土地利用転換の格好の的となっています。 

 また，早期緑被回復を目的に早生樹を植林した林も，

その第２段階として，森林の質の向上を目的とした樹種

転換を図る動きも見られます。 

 

低質二次林，不成績造林地の特徴 

 低質二次林は，先駆樹種を主体に構成され，寿命が

短く，短いサイクルで更新が繰り返されています。森林

が継続して成立していたことから，地力はある程度回復

していることが多く，また，植栽木を強烈な日射や風から

保護する環境も整っています。逆に，上層木や灌木の存

在が，植栽木が成長するための受光を遮っているのが

課題となります。 

 

樹種転換の考え方 

 それぞれの生態系（植生遷移のステージ）は，それぞ

れ特有の生物多様性を持っています。それぞれが保全

される必要がありますが，中でも極相林に近いステージ

の生態系は希少になっています。とくに多様性に富んだ

熱帯雨林は， 1ha に林冠を構成する同じ樹種は 1 本も

ないと言われるほど，多様な樹種で構成されていますの

で，完全に修復することは不可能ですが，それを目指し

た取り組みをすることは有益です。 

 重力落下が種子散布である樹種は，近くに母樹が存

在しない限り，人が植え込まなければ生息域を拡大する

ことができません。それらのうち資源量が低下している

樹種を積極的に植栽していく必要があります。 

 また，環境林として造成された林は，たとえ植栽された

樹種でも伐採規制がかかるのが一般的です。そのため

住民の生計に配慮した非木材林産物の採取が可能な

樹種を取り入れていくことも肝要です。 

 

植栽の考え方 

 元来，極相林の樹冠を構成する樹種の多くは，稚幼樹 

 

 

早生樹不成績造林地の概観とその林内 

 

の間は耐陰性が高い性質を持っています。この特性を

活かして，現存する樹木を強烈な日射や風から保護す

る木として残しながら樹冠下植栽を行うのが効率的です。 

但し，耐陰性が高いと言っても，日陰を好むということで

はありませんので，受光量を確保するための工夫が必

要です。そのための方法として， 

 ○ ラインプランティング方式 

 ○ ギャッププランティング方式 

等の手法が採られています。 

 手法の選択や規模については，対象地の土質や傾斜，

降水量，経済性を考慮して決める必要があります。 

 

樹冠下植栽と適正な育成管理（事例紹介） 

●対象地の概要 

 国際緑化推進センターは，2012 年にマレーシア国サラ

ワク州サバル地域の中の 2ha に森林保全モデル林を造

成しました。 

 サバル地域は森林保護区に指定され，地域住民の農

地への土地利用転換を防ぐために，1994 年以降アカシ

アマンギウムが植栽されましたが，成長が不良だったこ

と，材価に比べ輸送コストが高かったことから，伐採適齢

期になっても放置され，手入れ不足から立ち枯れ，先駆

樹種等が優先する低質二次林に代わりつつあります。 

 この林を，地域住民にとって価値があり生物多様性の

高い林に誘導するために，灌木や商業的価値の低い樹 
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木を対象として，ライン状に林を伐採し，郷土樹種の樹

冠下植栽を行いました。 

 

●植栽手法 

 2007 年にサラワク森林公社は「エンリッチメント・プラン

ティング＊） (Enrichment Planting) のためのガイドライン・

手引き」を作成しました。ガイドラインでは，林内の保残

帯を挟んだラインの間隔を 10m とし，各ライン上に 3m 

間隔で植栽，ラインは 3m 幅で除草，灌木の伐採，形質

不良木や市場性のない木を除去するとしています。 

 しかし，サラワク森林公社は，この方法を変形し，ライ

ン間隔 5m（保残帯 3m)，ラインの刈り払い幅 2m，ライン

上の植栽間隔 5m として，現在一般的に実施しています。

当モデル林では，この現在一般に行われている変形法

を用いて植栽を実施しました。 
 

2m 3m3m 3m2m

5m
 

サラワク森林公社のラインプランティング法（変形法） 
 
 ＊） エンリッチメント・プランティング：本来の天然林の構成樹種

に近い森林に誘導するための，（有用な）郷土樹種の林内

への植え込み。補植，林内植栽，補強植栽などと訳されるこ

ともある。 
 

●植林樹種の選定 

 樹種の選定にあたっては，事前に土壌調査を行い，土

壌条件に適した樹種を抽出するとともに，資源量の回復

が望まれる樹種や住民の生計への裨益の観点からも検

討を行いました。また，フタバガキ科樹種は年により種

子の豊凶の差があるため，事業実施時点で調達可能な

種を選択した結果，計９種の郷土樹種を植栽しました。 

 
森林保全モデル林に導入された樹種リスト 

No. 学名 科名 特徴，用途 

1. Shorea rubra フタバガキ科 保全が求められる 

2. Shorea ladiana フタバガキ科 絶滅危惧種 

3. Shorea seminis フタバガキ科 保全が必要 

4. Shorea argentifolia フタバガキ科 保全が必要 

5. Dipterocarpus oblongifolius フタバガキ科 魚類の餌（果実） 

6. Dryobalanops beccarii フタバガキ科 龍脳，天然林樹冠構成種 

7. Palaquim pseudorostratum アカテツ科 樹脂（グッタペルカ） 

8. Koompassia excelsa マメ科 蜂の営巣，薬用（樹皮） 

9. Artocarpus kemando クワ科 果樹（ミルク成分） 

 

●保育管理 

 年２回，ライン上の雑草や灌木の除去，日射を遮る蔓

性植物の除去を行いました。また，良好な成長を担保す 

 

るために植栽時の施肥，年２回の追肥を行いました。 

 

●成長量のモニタリング 

 2013 年 2 月に初期段階での樹高・直径を測定し，2014

年の 3 月に，成長量と受光量の相関を把握するための

調査を行いました。また，データの精度を高めるため，

2014 年 10 月には，近接地域で郷土樹種が植栽されて

いる事例についても同様の調査を行いました。  

 その結果，ラインプランティングにより林内植え込みさ

れた苗木は，散光透過率 10～20％でもほとんどの樹種

が生存するものの，定着（平均点な成長を確保）させる

ためには少なくとも散光透過率 20～30％以上の明るさ

が必要なことが判りました。さらに，侵入した先駆樹種と

の競争に負けず，林冠の閉鎖前に上層樹高へ達するよ

うな成長を期待するには，散光透過率 30～50％以上の

明るさが必要との結果が出ました。 

例えば，伐採幅と伐採列の光環境（林冠高 20m）をモ

デルで計算した結果，伐採幅 2m では伐採列の散光透

過率は 20％弱にしかなりませんでした。しかし，林内が

明るすぎても下刈りが頻繁に必要になるので，林床の散

光透過率を 20～30％で管理し，苗木の樹高が成長する

ことで（高いほど受光量は増える），30％の光環境を獲

得するのが得策です。そのためには，伐採幅 3～5m が

必要なこと，林冠は閉鎖してくるので適宜伐採が必要と

考えられました。サラワク森林公社のガイドラインは 3m

の伐開幅と林冠部の照度調節のための伐開を推奨して

おり，モデル林の結果からも，記載どおりの施業方法が

必要なことが確認できました。 

 

散光透過率30‐50％

Endangered species (IUCN2.3)

絶滅危惧種

散光透過率20‐30％散光透過率＜20％

根元直径（mm）

樹
高

（
ｃ
ｍ

）

明るさに良く反応して大きく成長

 
D. beccarii 植栽２年後の地際直径－樹高と林内の光環境の関係 
 

●植栽手法と維持管理手法の改善に向けて 

 伐開幅を狭めた植栽が一般化しているのは，地拵え費

用や維持管理費用の節約のためだと考えられます。抜

開幅に応じた地拵え経費だけでなく，林床の受光量が増

すと，その分，雑草の生育が旺盛になります。 

 植栽・維持管理手法改善のための提案を行うには，経

済性を加味した上での優位性を示す必要があります。
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各論３：生態学的コリドー（緑の回廊）の確保 

 

はじめに 

 総論の「生物多様性に配慮した森林の保全・造成の留

意点」の「連続性の確保」の項で述べましたが，生物種

の近親交配による遺伝資源の劣化を防ぐためには，十

分な個体数からなる生物群を維持できる森林面積が必

要です。 

 しかし，現状の森林劣化・減少のみならず，2050 年ま

でに予想される世界人口増加に対応するためには 70%

も食糧増産が必要との見通しもあり，まとまった面積の

森林を保全するのが困難な状況にあります。 

 土地の生産性を調査し，農業に適さない地域での森林

の土地利用転換を防ぐとともに，隔離分布している森林

どうしを繋ぎ，生物の交流のための経路を確保する取り

組みが必要で，この移動経路にあたるのが「生態学的コ

リドー（緑の回廊）」と呼ばれるものです。英語では，

Biological corridor ， Ecological corridor ， Conservation 

corridor，Wildlife corridor などと呼ばれています。 

 

生態学的コリドーの構造 

 コリドーによる生物多様性保全のためのシステムは，４

つの要素により構成されます。 

●コアエリア 

 コアエリアとは，現存している良好な森林で，生物の生

息・生育の拠点となる重要な地域です。 

●コリドー（緑の回廊） 

 生物の遺伝子交流等のために重要な移動経路です。 

●バッファーゾーン 

 コアエリアや保全・造成したコリドーを人為的圧力や環

境条件から保護するための緩衝地帯です。この区域で

は，人間の関与（生産・採取活動）は排除されます。 

●森林利用区域 

 地域の住民が持続的に林産物を採取できるよう設定さ

れた区域で，この外側に農地や居住地が存在します。 

 

コリドーの種類 

 さらにコリドーは，その形態や規模から，次のように分

類されます。 

●ランドスケープコリドー （Landscape corridor） 

 ランドスケープとはこの場合，「横長の」という意味を示

します。コアエリア同士を結び，対象とする生物が安全

に移動できる幅を持ったものです。 

●線状コリドー (Linear corridor) 

 幅は細いが，長く連続的なコリドーです。大型動物の

移動のために十分な幅のコリドーが設定できない場合で

も，コアエリア同士を結ぶ，河川の河川敷の植生保全や

街路樹の植栽を行うこと等により小型動物や鳥類，昆虫 

 

類の移動経路が確保できます。 

●踏み石コリドー (Stepping stone corridor) 

 非連続的で小規模であっても，飛翔可能な生物にとっ

ては，飛翔能力の範囲内に森林が存在すれば，食糧確

保や休憩・保護の場が提供され，次へ移動していくこと

が可能となります。 

 各論１の「荒廃地を対象とした復旧植林」で取り上げた

大型カミキリムシも，このようなコリドーの造成（森林造

成）が，良好な森林と「日イ友好の森林」の間に行われ

れば，将来的に侵入してくることが期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生態学的コリドーの設定状況（日本の事例） 

 日本では，国有林を対象として 24 カ所の緑の回廊が

設定されています。 

No. 学名 面積(千ha) 延長(km) 

1. 知床半島緑の回廊  12 36

2. 大雪・日高緑の回廊  17 57

3. 支笏・無意根緑の回廊  7 30

4. 北上高地緑の回廊  27 150

5. 白神八甲田緑の回廊  22 50

6. 八幡平太平山緑の回廊  11 60

7. 奥羽山脈緑の回廊  73 400

8. 鳥海朝日・飯豊吾妻緑の回廊  58 260

9. 会津山地緑の回廊  105 100

10. 緑の回廊越後線  16 70

11. 日光・吾妻山地緑の回廊  94 180

12. 緑の回廊日光線  11 38

13. 緑の回廊三国線  13 52

14. 秩父山地緑の回廊  6 44

15. 丹沢緑の回廊  4 43

16. 富士山緑の回廊  2 24

17. 緑の回廊雨飾・戸隠  4 17

18. 緑の回廊八ヶ岳  6 21

19. 白山山系緑の回廊 43 70

20. 越美山地緑の回廊 24 66

21. 東中国山地緑の回廊  6 42

22. 四国山地緑の回廊 18 128

23. 綾川上流緑の回廊  2 5

24. 大隅半島緑の回廊  1 22

合計 583   

コアエリア 

踏み石コリドー 

森林利用区

線状コリドー 

バッファーゾーン 

ランドスケープコリドー 
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各論４：地域住民の生計に対する配慮 

 

はじめに 

国連生物多様性条約や，その締約国の 2020 年まで

の目標を示した愛知ターゲットにおいても，地域住民の

伝統的知識や慣行，慣習的利用の尊重や完全で効果

的な参加での実施について，政策レベルでの対応が求

められています。プロジェクトレベルでの取り組みを規定

するものではありません。しかし，一般的に森林造成プ

ロジェクトでは，プロジェクト対象地周辺に居住する地域

住民に対する配慮は必ず求められるもので，このガイド

ラインで取り扱う生物多様性の保全・増進に配慮した森

林造成においても同様です。 

 プロジェクトにおいて，地域住民は森林造成や管理の

担い手となることもあれば，その森林を利用して利益を

得ることもありますが，一方で場合によっては不利益を

被ることもあります。プロジェクト目的の達成や成果の持

続性の観点からも，地域住民との良好な協力関係を構

築するため，地域住民の利益の確保と不利益の最小化

を目指さなくてはいけません。 

 そのためには，地域住民の生計活動を理解した上で，

プロジェクトの設計に反映していく必要があります。地域

毎に社会・文化・経済的要素は大きく異なるので，プロジ

ェクト毎に取り組む内容は工夫しなければなりませんが，

ここではいくつかの項目について例示します。 

 

森林利用に関する権利の明確化 

 まずは，森林を誰がどのように利用する権利を有して

いるかを明確にしなければなりません。プロジェクト対象

地を決める際に，対象地の権利関係について行政側と

地域住民側双方に確認を行いましょう。 

 ① 行政の定めた土地区分・森林区分の確認 

 ② その区分における，地域住民による木材伐採・林産

物採取等の利用の可否 

 ③ 必要な場合は利用許可手続きの確認 

 ④ 地域住民の実際の利用範囲・内容・ルールの確認 

 行政の区分と地域住民の実際の利用が一致していれ

ば何も問題ありませんが，ときには両者が食い違ってい

る場合（例：国立公園内で本来禁止されている農業を行

っている，等）があります。このような場合，対象地候補

から外す判断も必要です。 

 

利用に関する留意点 

●木材伐採の制限 

 国立公園や保護林のような森林区分の土地において

は木の伐採が禁止されている場合が多く，また，禁止さ

れていない場合でもプロジェクト対象地においては伐採

をしないよう地域住民の理解を得る必要があります。一

般的に，地域住民が木を切る目的として，①農地として

利用するための皆伐，②販売目的での皆伐／抜き切り，

③自家消費目的での抜き切りや薪炭材採取の 3 通りが

考えられます。プロジェクトの成果を大きく損ねる①②に

ついては行わないような取り決めを作るしかありません

が，③については，場合によっては利用を認めるバッフ

ァーゾーンを設ける，別の場所に自家消費用林地を造

成する等の対応を行うことで，地域住民の不利益を回避

することも可能になります。 

●非木材林産物の利用 

 一方，果実や下草等の非木材林産物については法的

に認めている場合も多いですが，プロジェクトにおいてよ

り積極的に活用することで，地域住民の利益に結びつけ

ることを検討するとよいでしょう。上記のように木材伐採

を制限する代わりにプロジェクト対象地の周囲等に，希

望する果樹やラタンなどを植えて利用できるようにすれ

ば，プロジェクトの実施を地域住民の収入に繋げる事が

できます。 

●家畜放牧等の制限 

 森林内で家畜（ウシ，ヒツジ等）を放牧している場合が

あります。下草等を食べさせているだけであれば，プロ

ジェクト対象地内で放牧を行っている場合でも大きな問

題にはなりませんが，特にプロジェクト初期の幼木・若木

段階ではプロジェクトで植林した樹木が食害を受ける恐

れがあるので立ち入らないよう制限する必要があります。

また，地域によっては，家畜に柔らかい草を食べさせる

ために火入れをする場合もあるので，森林火災を予防

するためにはこれの制限も検討する必要があります。 

JIFPRO の取り組み 

 JIFPRO が 1996 年から 2000 年にかけてインドネシア・

ロンボク島にて実施した「日本・インドネシア友好の森」

プロジェクトにおいては，アグロフォレストリー形式で林

地内で農業を行う他，フェーズⅠでは植栽木の 2 割を，

フェーズⅡにおいては 7 割を果樹などの多目的樹種とす

ることで地域住民の生計に配慮した取り組みを行いまし

た。 

 

日イ友好の森林の樹間では農業も行われた（2003 年） 
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各論５：多様性の調査手法 

 

植物相の調査 

 調査設計にあたっては，モニタリングが容易な調査項

目・手法を採用することが肝要です。 

 植栽した樹木の成長状況をモニタリングすることは，植

栽木の成長の健全性や補植の必要性の有無を把握し，

保育管理の参考となるとともに，次回以降の事業や他の

実施者への貴重な参考情報となります。また，事業効果

をカーボンストックの観点からアピールする上でも有益

な情報となり，カウンターパートの植林活動に対するモ

チベーションの向上にも役立てることができます。 

 植生回復が生物多様性の増進に与えた効果を把握す

るためには， 

 ○ まず，ベースラインの状況を把握すること 

 ○ 毎回同じ区画を対象に調査を実施すること 

が重要です。また， 

 ○ 植栽時の状況（用いた苗木のサイズ） 

 ○ 保育管理の実施状況 

等も，把握しておくことが肝要です。 

●固定プロットの設定 

 毎回同じ区画を用いて調査を実施するため，固定プロ

ットを設定します。国際緑化推進センターが今回用いた

方法は，中心木を設定し，それを中心に半径 10m の円

内をプロットとするものです。但し，この方法ですと，中心

木が枯死してしまうと，次回以降の調査でプロットを正確

に再現することが困難になります。植栽木が縦横に整然

と並んだ状態で植栽されていれば，方形のプロットを設

定した方が良いかもしれません。 

 固定プロットも１つを設定するのではなく，地形の違い

や，同一樹種のまとまり状態の違いにより，複数設定す

ると，より精度の高い影響評価を行うことができます。 

 

 
固定プロット（円形プロット）  

●測定項目 

 プロット内の，胸高直径が2cm以上の樹木の胸高直径

を測定，樹種名を記録します。植栽した木だけでなく，侵

入してきた種も測定し，記録します。 

 樹高については，高くなると測定が困難になり，測定誤

差も大きくなるため，測定しない場合もあります。 

 

 下層植生は，各プロット内に，1m×1m の正方形区 10

個（面積計 10m2）を設定し，胸高直径 2cm 未満の木と下

層植生を植物種毎に個体数，群度（群落の形成度），被

度（地表を被覆度）を測定し，植物名を記録します。 

 更に，プロットの周辺の植物をリストアップします。 

●調査結果の分析 

 それらの情報（植栽木の健全度や侵入植物の度合い）

を基に，次に取るべき対策等を検討してきます。 

 

昆虫相の調査 

 国際緑化推進センターが今回用いた方法では，チョウ

類とカミキリムシ類を指標昆虫として調査を行いました。 

●指標としての特徴 

 チョウ類は， 

 ○ 形態，生態，分布等の情報が一般的にも知られ，

斑紋が明確で昼行性のために認識がしやすい。 

 ○ 多くの種が植食性で，食草との関係が明確である。 

 ○ 野生植物の花粉媒介者であり，多種多様な捕食者

や寄生者の食物や寄主になっている。 

 ○ 生活様式と自然環境要因（気候・植生など）の結び

つきがよく研究されている。 

等の特徴が，多様性の指標とするのに適しています。 

 カミキリムシ類は， 

 ○ チョウ類と同様，愛好家が多く，形態等が一般的に

知られていること。 

 ○ 幼虫の食餌を基本的に木本植物に依存する森林

性昆虫であること。 

 ○ 種によって異なる個体の大きさの違いが，樹木の

成長度（直径成長）と相関をもつこと。 

 ○ トラップやビーティングネットによる効率的な捕獲が

でき，調査が容易であること。 

等の特徴が，多様性の指標とするのに適しています。 

●調査区画の設定 

 植生調査と同様に，毎回同じ区画を対象として，調査

を行います。植栽年度や植栽樹種の違いごとに調査区

画を設定するとともに，対照区として，近隣の植栽が行

われていない区域にも調査区画を設定します。 

●測定方法（捕獲方法） 

 チョウ類については，一定の時間を設定して，各調査

区画内に出現した個体を捕虫網で捕獲します。 

 カミキリムシ類については，各調査区内にトラップを設

置して数日毎に回収するとともに，ビーティングネットに

よる捕獲を行います。 

●測定項目 

 捕獲した個体数を種毎に記録します。また，産卵行動

の有無や幼虫の確認等の補足情報も記録します。 
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●測定上の留意点 

 両種ともに，捕獲した個体を持ち出すことになります。

特にチョウ類については，調査区画ごとの測定条件を同

じにする（天候や測定時間の違いによる差をなくす）ため，

同じ調査区画で日時を変えて繰り返し測定することが必

要です。捕獲した個体の持ち出しによる影響を防ぐため，

ある程度間隔（日数）を開けて測定を行うことも必要で

す。 

 

ジャックフルーツ類の小枝によるカミキリムシ・トラップ 

 

○調査結果の分析 

 それらの情報（出現種と個体数）を基に，植生の状態

（食草の有無や森林の成長度合い）を判断します。 

 

社会調査手法 

生物多様性に関する社会調査の手法においては，植

物相・動物相の調査とは目的が異なります。つまり，実

際の多様性について調査をするわけではなく，地域住民

が多様性についてどう認識しているかを把握することが

目的です。地域住民と森林との関わりや利用の様子が

明らかになれば，どのような樹種を植えることが地域住

民にとっての「豊かな森林」に繋がるのか，を考える材料

になります。また，植林後にも調査を行うことによって植

林による地域住民の生活への影響を知ることが可能に

なります。 

 一般的に，プロジェクトにおける社会調査では，調査対

象となるコミュニティの社会構造や文化，経済状況等に

ついて明らかにし，プロジェクト実施がコミュニティに対し

て与える影響を評価することを目的とします。同時に，近

年ではコミュニティを環境保全や生物多様性保全の主体

と捉え，コミュニティの環境意識を調査したり生物多様性

モニタリングを実施したりするケースが増えてきていま

す。 

 ここでは，コミュニティが普段どのような樹種をどのよう

に利用しているかを調査する方法について述べます。 

●樹種リストの作成 

◯  地域の森に生育する主要な樹種について調査し，

リストを作成します。調査の際に樹木や葉，花や

実等の写真を撮影し，それをリストに含めること

が理想的です。 

◯  樹種名は学名や和名・英名だけでなく，地域での

名称を把握することが重要です。現地の研究機

関等に照会し，対応関係を事前に把握しておくと

良いでしょう。ただし地域によってはその国で広く

通用している呼称ではない別の名称を用いてい

る場合もあることを念頭に置いておきましょう。 

●地図の作成 

◯  村の周囲の森や土地がどのような分類で，どの

ような利用をしているか，地図を一緒に作成しな

がら確認します。土地の所有関係（国有，共有，

私有等）と実際の利用エリアは必ずしも一致しな

いので注意が必要です。 

●樹種毎の用途，所在の確認 

◯  樹種リストと地図をもとに，樹種毎に，用途，頻度，

一回の利用量や，生息エリア，資源量等を聞き

取ります。 

●森林の価値付け 

◯  どのような森林を価値があると考えているか聞き

取ります。より具体的に，「大きな木がたくさん生

えているが伐採はできない森」や「果樹が植わっ

ている森」，「細いが色々な樹種が植わっている

森」など，森の状態を示して比較評価してどちら

が良いか選んでもらうのもひとつの手です。 

◯  JIFPRO がサラワクで実施した調査の際には，植

生調査で判明していた樹種の分布や平均胸高

直径のデータと，地域住民による利用の実態を

重ねあわせることで，天然林・二次林・植林地の

それぞれにどの樹種が分布し，用途としてどうい

った傾向があるかを調べました。 

 

 

コミュニティへのグループインタビュー 

Scientific name Local name

％ Mean

DBH

Apen Kruin Natura

l

2ndary Planta

tion

others Timber light

constr

i

Fuelwo

od

Fruits others remark

Mesua beccariana Mergasing paya 0.8 20.1 - -

Rhodamnia mulleri Lidak katak 0.8 17.5 - -

Psychotria elmeri - -

Acacia mangium Acacia 1 1 1 1 1

Kokoona ovatalanceolata Bajan D.B 1 1

Timonius borneense Bar 3.9 11.9

Timonius flavescens Bar

Pentace laxiflora Baru(bukit) 2.4 14.9 1 1 1 1 1

Forest UseNatural To know

 

樹種別の調査 結果表のイメージ 
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